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▲

掃海艇など計６隻をペルシャ湾に派遣▲

「国際連合平和維持活動（PKO）等に対す
る協力に関する法律」を施行▲

「日米安全保障共同宣言」を発出。日米安保
条約を基盤とする安全保障面の関係が、「21
世紀に向けてアジア太平洋地域において安
定的で繁栄した情勢を維持するための基礎」
であることを確認▲

「日米防衛協力のための指針（ガイドライ
ン）」を改定。日本有事での共同作戦計画の策
定に加え、朝鮮半島有事に備え、「周辺事態」
での相互協力計画策定も決定。▲

「周辺事態安全確保法」を施行▲

米国で同時多発テロが発生▲

米英軍がアフガニスタンへの武力攻撃を
開始。（アフガニスタン戦争）▲

「テロ対策特措法」を公布・施行。海自の補
給艦、掃海母艦、護衛艦を派遣▲

米英軍などが、イラクに対し武力攻撃を開始
（イラク戦争）▲

「イラクでの人道復興支援と安全確保支援
活動を実施する特措法」を公布・施行▲

同法に基づき、陸・海・空自衛隊に対応措置
実施の命令を発出▲

空自の派遣本隊がクウェートへ出発▲

陸自の第１次イラク復興支援群５５０人が出
発。海自の海上輸送部隊がクウェートへ出発▲

日米両政府が「共通の戦略目標」を策定。中
国について「台湾海峡を巡る問題の対話を通
じた平和的解決を促す」ことを確認▲

日米両政府が「日米同盟：未来のための変
革と再編」を発表。日米の「役割・任務・能力」
の基本的な考え方を確認▲

海賊対処法を施行。海上自衛隊がソマリア
沖・アデン湾での海賊の取り締まりのため護衛
艦とP-3C哨戒機を派遣▲

「日米防衛協力のための指針（ガイドライ
ン）」を改定。中国による海洋進出など安全保
障環境の変化を受け、日米がアジア太平洋を
越えた地域で連携し、平時から有事まで切れ
目なく対処することなどを盛り込んだ▲

安全保障関連法が成立。新たに「存立危機
事態」を設け、集団的自衛権の行使を可能に
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「
日
米
両
国
は
、
台
湾
海
峡
の
平
和
と

安
定
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

両
岸
問
題
の
平
和
的
解
決
を
促
す
」。

菅
義
偉
首
相
と
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
米

大
統
領
は
４
月
16
日
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン

で
発
出
し
た
共
同
声
明
で
、「
台
湾
」
問

題
に
触
れ
た
。米
国
の
軍
高
官
か
ら
は
、

台
湾
有
事
の
可
能
性
に
関
す
る
発
言
が

続
く
。日
本
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
。１

９
９
０
年
代
か
ら
一
気
に
広
が
っ
た
自

衛
隊
の
海
外
活
動
と
対
米
支
援
を
概
観

し
つ
つ
、採
る
べ
き
選
択
肢
を
考
え
る
。

　
日
本
防
衛
の
役
割
に
限
定
さ
れ
て
い

た
自
衛
隊
に
と
っ
て
未
経
験
だ
っ
た
海

外
活
動
は
、
１
９
９
１
年
の
ペ
ル
シ
ャ

湾
掃
海
艇
派
遣
か
ら
始
ま
っ
た
。
翌
年

に
は
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

協
力
法
が
制
定
さ
れ
、
海
外
活
動
は
常

態
化
し
た
。

　
日
米
関
係
は
、
日
米
安
保
共
同
宣
言

（
96
年
）
を
皮
切
り
に
、
周
辺
事
態
で

自
衛
隊
が
米
軍
の
後
方
支
援
す
る
こ
と

を
米
国
に
約
束
し
た
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
改
定
（
97
年
）、
対
米
支
援
を
法
律

で
裏
付
け
る
周
辺
事
態
法
の
制
定
（
99

年
）
と
段
階
を
経
て
連
携
が
強
化
さ
れ

た
。９

・
11
テ
ロ
で
強
ま
っ
た 

自
衛
隊
の
政
治
利
用

　

90
年
代
に
「
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
」

と
「
自
衛
隊
の
対
米
支
援
」
が
並
立
し

た
と
こ
ろ
で
、
米
同
時
多
発
テ
ロ
が
発

生
し
、
こ
の
二
つ
は
融
合
す
る
。
対
米

支
援
の
た
め
の
自
衛
隊
イ
ン
ド
洋
派
遣

で
あ
り
、
米
国
が
始
め
た
イ
ラ
ク
戦
争

を
支
持
す
る
証
と
し
て
の
自
衛
隊
イ
ラ

ク
派
遣
で
あ
る
。

　
米
国
が
同
時
多
発
テ
ロ
の
報
復
と
し

て
踏
み
切
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対

す
る
武
力
攻
撃
を
受
け
て
、
日
本
は
テ

ロ
対
策
特
別
措
置
法
を
制
定
し
、
海
上

自
衛
隊
の
護
衛
艦
と
補
給
艦
を
イ
ン
ド

洋
へ
派
遣
し
た
。
活
動
は
、
攻
撃
に
向

か
う
米
艦
艇
に
燃
料
を
供
給
す
る
こ
と
。

派
遣
は
９
年
間
に
及
ん
だ
。

　
こ
の
活
動
が
米
国
な
ど
参
加
国
か
ら

感
謝
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
政
治
家
や

官
僚
の
間
で
「
国
際
貢
献
の
実
を
上
げ

る
に
は
自
衛
隊
を
使
え
ば
よ
い
」
と
の

意
識
が
一
層
広
が
っ
た
。

　

そ
の
証
拠
に
イ
ラ
ク
戦
争
に
際
し
、

電
光
石
火
で
イ
ラ
ク
特
別
措
置
法
が
制

定
さ
れ
、
陸
上
自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
へ
、

ま
た
航
空
自
衛
隊
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
へ
派

遣
さ
れ
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
の
活
動
は
施
設
復
旧
、

給
水
、
医
療
指
導
の
３
項
目
。「
非
戦

闘
地
域
」
に
派
遣
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
13
回
22
発
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が
宿

営
地
へ
向
け
て
発
射
さ
れ
、
２
発
が
宿

営
地
内
に
落
下
。
１
発
は
コ
ン
テ
ナ
を

突
き
破
っ
た
が
、
幸
い
不
発
弾
で
死
傷

者
は
出
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
航
空
自
衛
隊
の
輸
送
機
は
、

陸
上
自
衛
隊
の
人
員
や
物
資
を
空
輸
。

２
０
０
６
年
７
月
に
陸
上
自
衛
隊
が
撤

収
す
る
と
武
装
し
た
米
兵
を
イ
ラ
ク
の

首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
ま
で
週
３
回
ほ
ど
空

輸
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
５
年
間
に
運
ん
だ
人
員
は
、
国
連
職

員
が
２
７
９
９
人
、
陸
上
自
衛
隊
が
１

万
８
９
５
人
、
そ
し
て
米
軍
が
２
万
３

７
２
７
人
。 

陸
上
自
衛
隊
が
撤
収
し

て
以
降
は
、
米
軍
の
た
め
の
空
輸
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
輸
送
機
が
バ
ク
ダ
ッ
ド
上
空
ま
で
来

る
と
、
携
帯
ミ
サ
イ
ル
に
狙
わ
れ
た
こ

と
を
示
す
警
報
が
機
内
に
鳴
り
響
き
、

機
体
を
左
右
に
大
き
く
切
り
返
し
、
命

が
け
の
着
陸
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
こ
の
空
輸
活
動
は
08
年
４
月
、
名
古

屋
高
裁
か
ら
「
米
軍
の
武
力
行
使
と
一

体
化
し
、
憲
法
違
反
」
と
の
判
決
を
受

け
、確
定
。
政
府
は
派
遣
を
続
け
た
が
、

同
年
12
月
に
撤
収
し
た
。

米
軍
防
護
は
特
定
秘
密 

国
民
に
知
ら
さ
れ
ず

　
政
府
は
、
テ
ロ
と
イ
ラ
ク
と
い
う
２

つ
の
特
措
法
に
よ
る
自
衛
隊
派
遣
を

「
成
功
」
と
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
対

米
支
援
を
強
め
た
の
が
15
年
、
安
倍
晋

三
政
権
下
で
成
立
し
た
安
全
保
障
関
連

法
だ
。
米
軍
へ
の
後
方
支
援
が
ほ
ぼ
全
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「国際連合平和維持活動（PKO）等に対す
る協力に関する法律」を施行▲

「日米安全保障共同宣言」を発出。日米安保
条約を基盤とする安全保障面の関係が、「21
世紀に向けてアジア太平洋地域において安
定的で繁栄した情勢を維持するための基礎」
であることを確認▲

「日米防衛協力のための指針（ガイドライ
ン）」を改定。日本有事での共同作戦計画の策
定に加え、朝鮮半島有事に備え、「周辺事態」
での相互協力計画策定も決定。▲

「周辺事態安全確保法」を施行▲

米国で同時多発テロが発生▲

米英軍がアフガニスタンへの武力攻撃を
開始。（アフガニスタン戦争）▲
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給艦、掃海母艦、護衛艦を派遣▲
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（イラク戦争）▲
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同法に基づき、陸・海・空自衛隊に対応措置
実施の命令を発出▲

空自の派遣本隊がクウェートへ出発▲

陸自の第１次イラク復興支援群５５０人が出
発。海自の海上輸送部隊がクウェートへ出発▲

日米両政府が「共通の戦略目標」を策定。中
国について「台湾海峡を巡る問題の対話を通
じた平和的解決を促す」ことを確認▲

日米両政府が「日米同盟：未来のための変
革と再編」を発表。日米の「役割・任務・能力」
の基本的な考え方を確認▲

海賊対処法を施行。海上自衛隊がソマリア
沖・アデン湾での海賊の取り締まりのため護衛
艦とP-3C哨戒機を派遣▲

「日米防衛協力のための指針（ガイドライ
ン）」を改定。中国による海洋進出など安全保
障環境の変化を受け、日米がアジア太平洋を
越えた地域で連携し、平時から有事まで切れ
目なく対処することなどを盛り込んだ▲
安全保障関連法が成立。新たに「存立危機
事態」を設け、集団的自衛権の行使を可能に
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面
解
禁
さ
れ
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
が

一
部
解
禁
さ
れ
た
。

　
同
法
の
施
行
か
ら
今
日
ま
で
の
５
年

間
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
つ
な
が
る

自
衛
隊
に
よ
る
米
艦
艇
や
米
航
空
機
の

防
護
は
57
回
を
数
え
る
が
、
政
府
は
た

だ
の
１
回
も
中
身
を
公
表
し
て
い
な
い
。

前
年
分
を
ま
と
め
て
国
家
安
全
保
障
会

議
に
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
秘

密
と
な
っ
て
中
身
を
公
表
で
き
な
い
仕

掛
け
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
米
軍
は
じ
め
他
国
軍
と
の
連
携
は
限

り
な
く
拡
大
さ
れ
、
海
上
自
衛
隊
は
遠

く
イ
ン
ド
洋
や
南
シ
ナ
海
ま
で
出
向
き
、

武
力
行
使
を
前
提
に
し
た
訓
練
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
狙
い
は
中
国
に
圧
力
を

か
け
続
け
る
こ
と
だ
。

　
今
年
に
な
っ
て
、
米
中
が
衝
突
す
る

台
湾
有
事
に
関
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ

た
。

　
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ

ン
司
令
官
は
３
月
９
日
、
上
院
軍
事
委

員
会
で
「
台
湾
へ
の
脅
威
は
６
年
以
内

に
明
白
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
有
事
の
発

生
に
言
及
。
後
任
の
ア
キ
リ
ー
ノ
海
軍

大
将
は
同
月
23
日
、
同
委
員
会
で
米
国

は
台
湾
有
事
に
介
入
す
べ
き
だ
と
の
認

識
を
示
し
た
。

　
２
人
の
司
令
官
の
見
解
は
「
台
湾
有

事
は
迫
る
」
で
一
致
し
て
い
る
。

　
中
国
は
１
９
９
６
年
に
あ
っ
た
台
湾

危
機
つ
ま
り
総
統
選
へ
の
介
入
失
敗
を

き
っ
か
け
に
米
国
に
対
抗
す
る
「
接
近

阻
止・領
域
拒
否（
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
）」を
掲

げ
て
軍
事
力
の
増
強
を
図
り
、
２
０
２

７
年
に
は
軍
の
現
代
化
を
達
成
す
る
。

　
一
方
の
米
国
は
中
東
に
お
け
る
テ
ロ

と
の
戦
い
に
明
け
暮
れ
、
宇
宙
・
サ
イ

バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ
た
現
代
戦
で
中

国
に
後
れ
を
と
っ
た
。
中
国
の
軍
事
力

が
米
国
に
勝
る
「
６
年
以
内
」
に
台
湾

有
事
が
起
き
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

在
沖
縄
米
軍
基
地
へ 

ミ
サ
イ
ル
配
備
の
恐
れ

　

米
軍
は
中
国
へ
の
対
抗
策
を
急
ぎ
、

第
１
列
島
線
に
ミ
サ
イ
ル
網
を
敷
く
構

想
を
進
め
て
い
る
。
有
力
視
さ
れ
る
の

は
沖
縄
に
あ
る
米
軍
基
地
へ
の
中
距
離

ミ
サ
イ
ル
の
配
備
。
日
本
本
土
の
米
軍

や
自
衛
隊
基
地
へ
の
米
軍
機
増
強
に
も

踏
み
切
る
こ
と
に
な
る
。

　
米
国
は
「
中
国
を
抑
止
す
る
に
は
不

可
欠
だ
」
と
主
張
す
る
だ
ろ
う
。「
抑

止
力
の
強
化
＝
安
全
安
心
」
を
信
奉
す

る
日
本
の
政
治
家
は
、
抑
止
が
効
か
な

い
こ
と
も
あ
り
得
る
と
は
考
え
ず
、
米

軍
の
戦
力
強
化
を
歓
迎
す
る
。
安
全
保

障
関
連
法
を
制
定
し
、
米
国
に
限
り
な

く
傾
斜
し
た
安
倍
政
権
を
引
き
継
ぐ
菅

政
権
が
断
る
は
ず
も
な
い
。

米
国
の
武
力
行
使
に 

反
対
し
な
い
日
本

　
も
ち
ろ
ん
日
本
に
は
、
米
国
の
戦
争

を
支
持
し
な
い
選
択
肢
も
あ
る
。
し
か

し
、安
倍
前
首
相
は「
日
本
は
米
国
の
武

力
行
使
に
国
際
法
上
違
法
な
武
力
行
使

と
し
て
反
対
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

（
15
年
５
月
26
日
衆
院
本
会
議
）と
述
べ

て
い
る
。
過
去
に
反
対
し
た
こ
と
が
な

い
の
だ
か
ら
、
将
来
と
も
米
国
の
戦
争

に
反
対
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
台
湾
有
事
は
即
日
本
有
事
に

発
展
す
る
。
米
国
は
日
本
を
出
撃
基
地

お
よ
び
補
給
基
地
と
し
て
利
用
で
き
な

い
と
す
れ
ば
、
介
入
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
日
本
が
戦
場
と
な
る
の
を
避

け
る
に
は
、
米
国
が
繰
り
出
す
で
あ
ろ

う
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
対
し
、
Ｎ
Ｏ
と

い
う
ほ
か
な
い
。

　
そ
の
一
方
で
、
日
本
は
中
国
に
対
し

て
武
力
に
よ
る
台
湾
併
合
を
断
念
さ
せ
、

国
際
秩
序
を
重
視
す
る
大
国
と
し
て
の

立
場
を
自
覚
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
と
も
に
実
現
不
能
と
も
み
え
る
困
難

な
道
だ
が
、
日
本
の
政
治
家
は
返
り
血

を
浴
び
て
も
こ
の
道
を
選
ぶ
し
か
な
い

だ
ろ
う
。


	210430 46
	210430 47

